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	 中学校理科教科書の出版社は５社あり，現行

の学習指導要領（中学は平成24年度から実施）
に準拠した教科書は平成23年2月に検定を受け，
平成24年度から使用されているものである。現
在，指導要領範疇内での改訂を一度経て平成26
年度末に検定をうけ，平成28-31年度用として用
いられている。 
	 中学理科にプラズマ現象は豊富であり，２年

で雷，真空放電，陰極線，３年では太陽コロナ，

オーロラ，磁気嵐などが取り上げられている。 
	 その中で，「真空放電」については，ガイス

ラー管による低圧グロー放電からクルックス

管（陰極線）によるX線発生まで取り上げられ
ており，プラズマについて導入する十分な素地

がある[1]。一方，グロー放電と陰極線が同列に
扱われるのは，現在の知見に基づけば問題があ

るように思える]。陰極線は，電流の担い手が電
子であることを，歴史的発見をたどることで学

ぶ．陰極線をなす電子はどこからきたのか，と

いう問いに対し，陰極線の場合は，陰極金属内

から放出された自由電子そのもので正しいの

であるが，グロー放電では，電離によるプラズ

マ中の電子およびイオン（α作用），加えて陰

極へのイオン衝突による２次電子（γ作用）が

担うので正しい理解の妨げとなり得る。電界や

磁場をかけると陰極線は進路を変えその後直

進する（と記載）が，グロー放電ではまったく

様子が異なる（クルックスの時代にはすでにそ

の現象が説明されている ; 文献 [2] Fig.16, p. 
161）。放電管内の気体を抜いていくとグロー
放電までは放電しやすくなる（と記載）が，そ

の後陰極線に向かうには，逆に放電しにくくな

るなど，「探求活動」などで追実験をすればす

ぐに矛盾があらわになるような記述が目立つ。 
	 高等学校では平成25年度入学生から（数学及
び理科は平成24年度入学生から）施行されてい
る学習指導要領に準拠しており，つい平成29年
度末に検定をうけた教科書が，平成30年度から

使用されている。 
	 高校では「物理基礎」などの基礎科目と「物

理」などの専門科目を履修する。専門「物理」

教科書では，プラズマ研究者にとって重要な改

訂が行われている。改訂前については５社中２

社に「プラズマ」という用語が含まれていたが，

２社ともそれが削除されている。核融合炉に関

する説明部分の削除に伴うものが大きいよう

に思え，アウトリーチ活動の観点からは大幅な

後退と言わざるを得ない。 
 高校の専門「地学」を除き，中高の教科書に
なかなか「プラズマ」の用語が載らないのは以

下に原因があるように思える。 
(i)  プラズマについて学ぶ動機，位置づけが不
明瞭 

(ii) 現行の教育指導要領のどの部分にどの程度
プラズマを入れるか前例がない 

(iii) いわゆるプラズマ研究者の中でもプラズ
マやその性質の「扱い方」が様々 

	 そこで本報では，これらの現状と問題点をコ

ミュニティーで認識し，教育の現場とアウトリ

ーチ活動の双方において齟齬のない用語，現象

説明を心がけるための留意点を挙げる。さらに

中高教科書のプラズマ現象をきっかけにして，

教育現場へ「プラズマ」という用語の定着を目

指すため，歴史的用語を精査する必要性を提言

する。 
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